
－農機具共済が変わります－
春作業前にご加入を
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①
事
故
原
因
に
対
し
て
免
責
を

　
設
け
ま
す

　
破
損
し
た
部
品
や
損
害
箇
所
へ
一
律

30
％
適
用
し
て
い
た
免
責
を
廃
止
し
、
新

た
に
事
故
原
因
に
対
す
る
免
責
20
％
を
設

定
し
ま
す
。

②
盗
難
に
よ
る
盗
取
・
き
損
に

　
免
責
基
準
を
設
け
ま
す

　
格
納
中
、
鍵
を
つ
け
た
ま
ま
盗
取
・
き

損
さ
れ
た
場
合
や
、
格
納
庫
以
外
の
場
所

で
盗
取
・
き
損
が
発
生
し
た
場
合
の
免
責

を
新
設
し
ま
す
。

　
機
体
を
格
納
す
る
際
は
、
鍵
を
抜
い
て

自
宅
に
保
管
す
る
な
ど
の
防
犯
対
策
を
お

願
い
し
ま
す
。

③
ゴ
ム
製
品
等
は
全
て
支
払
い

③
ゴ
ム
製
品
等
は
全
て
支
払
い

　
対
象
外
と
な
り
ま
す

　
対
象
外
と
な
り
ま
す

　
以
前
か
ら
支
払
い
対
象
外
と
し
て
い
た

　
以
前
か
ら
支
払
い
対
象
外
と
し
て
い
た

走
行
系
統
な
ど
の
ゴ
ム
製
品
に
加
え
、
散

走
行
系
統
な
ど
の
ゴ
ム
製
品
に
加
え
、
散

布
機
の
ゴ
ム
ホ
ー
ス
な
ど
、
全
て
の
ゴ
ム

布
機
の
ゴ
ム
ホ
ー
ス
な
ど
、
全
て
の
ゴ
ム

製
品
等
を
対
象
外
と
し
ま
す
。

製
品
等
を
対
象
外
と
し
ま
す
。

④
修
理
工
賃
を
見
直
し
ま
す

④
修
理
工
賃
を
見
直
し
ま
す

　
共
済
金
算
定
に
係
る
１
時
間
当
た
り
の

　
共
済
金
算
定
に
係
る
１
時
間
当
た
り
の

修
理
工
賃
の
単
価
を
６
千
円
以
内
か
ら

修
理
工
賃
の
単
価
を
６
千
円
以
内
か
ら

８
千
円
以
内
へ
増
額
し
、
共
済
金
を
算
定

８
千
円
以
内
へ
増
額
し
、
共
済
金
を
算
定

し
ま
す
。

し
ま
す
。

農機具
共済

　
農
機
具
共
済
の
災
害
共
済
金
支
払
い
に
適
用
す
る
免
責
基
準
を
見
直
し
、
大
幅
に

　
農
機
具
共
済
の
災
害
共
済
金
支
払
い
に
適
用
す
る
免
責
基
準
を
見
直
し
、
大
幅
に

緩
和
し
ま
し
た
。
な
お
、
掛
金
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
新
免
責
基
準
は
、
令
和
６
年
４

緩
和
し
ま
し
た
。
な
お
、
掛
金
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
新
免
責
基
準
は
、
令
和
６
年
４

月
１
日
以
降
に
加
入
す
る
機
体
の
事
故
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
主
な
改
定
ポ
イ
ン
ト

月
１
日
以
降
に
加
入
す
る
機
体
の
事
故
か
ら
適
用
さ
れ
ま
す
。
主
な
改
定
ポ
イ
ン
ト

は
次
の
と
お
り
で
す
。

は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
詳
細
は
農
機
具
共
済
の

　
約
款
を
ご
確
認
く
だ
さ
い

４
月
１
日
以
降
の
加
入
か
ら

４
月
１
日
以
降
の
加
入
か
ら

事
故
時
の
免
責

事
故
時
の
免
責
が
緩
和
さ
れ
ま
す

が
緩
和
さ
れ
ま
す

新免責基準・免責割合
免責対象共済事故原因または項目 免責割合

共済事故原因 衝突・接触・墜落・転覆・異物の巻き込み・鳥獣害、その他これらに類する稼働
中の事故（走行部のみ事故対象） 20%

損 害 防 止

火災等・自然災害（本人に原因が認められる場合） 10%

物体の落下または飛来（本人に原因が認められる場合） 20%

盗難による盗取またはき損
格納中で本体に鍵をつけたままの場合 10%

格納庫以外の場所で盗難による盗取またはき損が
発生した場合 20%

風害・雪害（格納中にパイプハウス型の格納庫が倒壊した場合） 10%

整備点検の不備による事故と認められたもの 40%

事故通知遅延

事故発生から２カ月以上6カ月未満、加入者から組合に対して事故報告が遅れた
場合 10%

事故発生から６カ月以上12カ月未満、加入者から組合に対して事故報告が遅れ
た場合 50%

事故発生から１年以上、加入者から組合に対して事故報告が遅れた場合 100%
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農
機
具
総
合
共
済
へ
ご
加
入
を

　
農
作
業
が
本
格
化
す
る
こ
の
時
期

は
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
事
故
が
多
く
な

り
ま
す
。
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
し
、
安
全
対
策
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
万
が
一
の

事
故
に
備
え
て
、
農
機
具
総
合
共
済

に
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

　トラクターの前で記念撮影しました。
　内藤さんは水稲12ヘクタールやサクランボ５アール
を栽培しています。田植えや稲刈りでは、
お孫さんたちも農機具が動いている様子を
見ているそうです。
　特に男の子たちは興味津々で、運転席に
座らせてもらうこともあり、楽しみながら
農作業を見学しているそうです。

左から
　内藤　莉

り
心
こ

さん（10）

　　　　蓮
れん

之
の

介
すけ

くん（7）

　　　　煌
こう

士
し

郎
ろう

くん（4）

　　　　源
げん

心
しん

くん（4）

<横手市増田町の
　　内藤新左衛門さんのお孫さん>

大
潟
村
で
の
事
業
を
開
始
し
ま
す

　
大
潟
村
で
は
、
４
月
１
日
か
ら
農

機
具
共
済
の
加
入
申
し
込
み
が
始
ま

り
ま
し
た
。
お
問
い
合
わ
せ
は
中
央

支
所
、
ま
た
は
大
潟
村
事
務
室
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

▼
中
央
支
所

　
０
１
８
・
８
６
５
・
１
７
０
１

▼
大
潟
村
事
務
室

　
０
９
０
・
１
６
３
４
・
８
５
１
３

買
い
替
え
や
格
納
場
所
を

　
　
変
更
し
た
場
合
は
ご
連
絡
を

　
農
機
具
共
済
に
ご
加
入
の
機
体
を

買
い
替
え
た
と
き
や
格
納
場
所
を
変

更
し
た
場
合
は
、
速
や
か
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
通
知
が
な
く
事
故
が
発

生
し
た
場
合
は
、
共
済
金
を
お
支
払

い
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
事
故
の
報
告
に
つ
い
て
も
、
修
理

前
に
速
や
か
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

農
家
の
皆
さ
ま
へ

火 災 共 済 の 補 償 範 囲

総 合 共 済 の 補 償 範 囲

鳥獣害

転覆・墜落

物体の
落下・飛来

衝突・接触

盗難による
盗取・き損

風水害

第３者行為
によるき損

異物の巻き込み

爆発・破裂

雪害

火災・落雷

火災共済の
補償範囲に

加えて

※指定された場所での格納中の事故が対象です。

※地震による被害の補償は、特約の付帯が必要です。

表紙表紙のの紹介紹介
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収
入
保
険

　
収
入
保
険
が
ス
タ
ー
ト
し
て
６
年

目
と
な
り
、
加
入
者
が
年
々
増
え
続

け
て
い
ま
す
（
左
グ
ラ
フ
）。
令
和

６
年
は
３
月
31
日
現
在
、
個
人
・
法

人
合
わ
せ
て
２
５
７
６
経
営
体
が
加

入
し
て
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
加
入
者
の
う
ち
、
１
６

１
１
経
営
体
（
75
％
）
へ
31
億
３
千

万
円
の
保
険
金
等
を
お
支
払
い
し
ま

し
た
。
令
和
５
年
加
入
者
へ
の
支
払

い
も
進
ん
で
い
ま
す
。
税
務
申
告
書

類
の
提
出
が
お
済
み
で
な
い
方
は
、

お
早
め
に
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　
保
険
期
間
中
に
収
入
減
少
（
見
込
農
業
収

入
金
額
の
９
割
を
下
回
る
程
度
の
減
少
）
が

見
込
ま
れ
る
事
故
が
発
生
し
た
場
合
は
、
事

故
発
生
通
知
と
被
害
写
真
の
提
出
（
気
象
災

害
が
原
因
の
場
合
の
み
）
が
必
要
で
す
。
お

近
く
の
支
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

Ｑ
な
ぜ
必
要
な
の
？

　
事
故
の
発
生
原
因
な
ど
が
確
認
で
き
な
い

場
合
、
保
険
金
等
を
お
支
払
い
で
き
な
い
こ

と
が
あ
る
た
め
で
す
。

　
ま
た
、
翌
年
の
保
険
契
約
で
気
象
災
害
特

例
（
気
象
災
害
で
大
幅
に
下
が
っ
た
実
績
農

業
収
入
金
額
を
、
翌
年
以
降
の
基
準
収
入
金

額
算
定
の
際
に
補
正
で
き
る
特
例
）
を
適
用

す
る
場
合
に
も
必
要
で
す
。

Ｑ
通
知
す
る
内
容
は
？

　
事
故
発
生
通
知
は
、
「
事
故
の
発
生
日
」

「
被
害
を
受
け
た
作
物
名
」
「
災
害
の
種

類
」
「
収
穫
量
の
減
少
程
度
」
な
ど
を
ご
報

告
く
だ
さ
い
。

　
写
真
は
被
害
状
況
を
確
認
で
き
る
も
の
が

必
要
で
す
。
被
害
の
詳
細
が
分
か
る
ア
ッ
プ

の
写
真
と
全
体
が
確
認
で
き
る
写
真
を
複
数

枚
、
撮
影
し
て
く
だ
さ
い
。

を
選
ぶ
人

ど
ん
ど
ん
増
え
て
い
ま
す

加入者の皆さまへ
収入減少が見込まれる場合には

事故発生通知 と 被害写真の提出
をお願いします

861経営体令和元年

1,139経営体令和２年

1,834経営体令和３年

2,146経営体令和４年

2,337経営体令和５年

2,576経営体令和６年

約約３３倍UP倍UP

加入経営体数の推移
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農業用と家庭用の
電気代はどのように
案分するの？

インボイス
制度について
分かりやすく
教えてほしい

　これから新たに「青色申告」を始めたいと考えている農業者を対象とした
研修会を開催します。この機会にぜひ参加して青色申告を始めましょう。

◆日　時　７月４日（木）午前10時～正午
◆講　師　税理士ほか
◆内　容　�農業簿記の基礎、記帳方法、青

色申告書類作成の流れなど
　　　　　（農業簿記検定対応）
◆対象者　�これから青色申告を始めようと

している方など

◆日　時　第１回：７月11日（木）
　　　　　第２回：７月18日（木）
　　　　　※�時間は各回とも午前10時～正午
　　　　　※内容は各回とも同じです
◆講　師　農業簿記ソフト会社担当者ほか
◆内　容　�農業簿記ソフトを活用した青色

申告書類作成の流れなど
◆対象者　�これから農業簿記ソフトを活用

して青色申告を始めたいと考え
ている方など

青色申告研修会
農業簿記ソフトを活用した
青色申告研修会

第1弾 第2弾

◆申し込み期限は６月７日（金）です。
　�お近くの支所（電話番号は15頁参照）、または本所収入保険課（018–884–5254）
までご連絡ください。
◆受講料は無料です。
◆開催場所は各支所です。
　テレビ会議システムによるリモート受講になります。
◆第１弾または第２弾のどちらか一方の参加もできます。

昨年は132人に参加いただき、以下のような質問が出ました。

に参加してみませんか青色申告研修会青色申告研修会

どんな質問も受け付けますので、ぜひお気軽にご参加ください。
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▲７月豪雨で雨水が停滞している圃場
（令和５年７月18日・男鹿市）

▲河川の氾濫で水が流入し、倒伏した大豆圃場
（令和５年７月18日・五城目町）

地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式

半
相
殺
方
式

全
相
殺
方
式

大
豆
共
済

　令和６年産の加入申し込み期限は５月25日
です。申込書の提出は期限内にお願いします。
　県内では２年連続で水害が発生していま
す。頻発する自然災害に備え、大豆共済への
加入をご検討ください。

◀
子
実
に
も
カ
ビ
が
見
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
（
令
和
５
年
11
月
２
日
・
由
利
本
荘
市
）

◀
収
穫
期
の
断
続
的
な
降
雨
で
、
さ
や
に
カ
ビ
が
発
生

　
　
　
　
　
　
　
（
令
和
５
年
11
月
２
日
・
に
か
ほ
市
）

加入申し込みは５月25日まで
全相殺方式 半相殺方式 地域インデックス方式

補償内容

農家ごとに収穫量（増収分も加
味）が基準収穫量の９・８・７
割（選択制）を下回る場合に共
済金を支払います。

農家ごとに収穫量が基準収穫量
の８・７・６割（選択制）を下
回る場合に共済金を支払いま
す。

農家ごとに被害があり、市町村
の統計単収が基準統計単収の
９・８・７割（選択制）を下回
る場合に共済金を支払います。

加入要件
５㌃以上の栽培かつＪＡ等に
全量出荷または青色・白色申
告者

５㌃以上の栽培

対象の災害 風雨によって大豆が倒伏する風水害・干害・冷害・地震など、気象上の原因による災害・病虫
害・鳥獣害・火災

　※�地域インデックス方式は、市町村ごとの統計単収に基づき共済金を算定するため、農業者の被害状況に応じた補償とは
なりません。
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▲リンゴの樹上に作られたクマ棚
（令和５年10月25日・秋田市）

▲４月の断続的な降霜で花そうが全滅したナシ
（令和５年４月28日・潟上市）

減
収
総
合
一
般
方
式

地
域
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
方
式

果
樹
共
済

　令和７年産の加入申し込み期限は６月15日
です。申込書の提出は期限内にお願いします。
　どちらの方式も、花芽の形成期から翌年の
収穫期までの補償です。
　頻発する自然災害のほか、クマや鳥などの
鳥獣害に備えて、果樹共済への加入をご検討
ください。

▶
８
月
以
降
の
猛
暑
で
日
焼
け
し
た
リ
ン
ゴ

　
　
　
（
令
和
５
年
８
月
29
日
・
横
手
市
）

▶
野
鳥
に
よ
る
食
害
が
多
発
し
た
リ
ン
ゴ

　
　
（
令
和
５
年
10
月
26
日
・
横
手
市
）

加入申し込みは６月15日まで
減収総合一般方式 地域インデックス方式

補償内容
農家ごと、類（早生・中生・晩生の区分）ごと
に収穫量が基準収穫量の７・６・５割（選択制）
を下回る場合に共済金を支払います。

農林水産統計データを使用し、当年の統計単収
が基準統計単収の９・８・７割（選択制）を下
回る場合に共済金を支払います。

加入要件 類ごとに５㌃以上の栽培

対象の災害 風水害・ひょう害・雪害など、気象上の原因による災害・病虫害・鳥獣害・火災

　※地域インデックス方式は、統計単収に基づき共済金を算定するため、農業者の被害状況に応じた補償とはなりません。
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新総代207人が決定
　３月11日の総代選挙では、全ての選挙区で候補者が
定数と同数になり、207人が無投票当選となりました。
新総代は次の方々です。
【任期】令和６年４月１日～令和９年３月31日

　
鹿
角
市
（
８
人
）

福
島　
義
彦�

（
花
輪
）

金
萬　
信
雄�

（
花
輪
）

児
玉　
信
雄�

（
花
輪
）

藤
田　
由
廣�

（
十
和
田
）

小
笠
原　
茂�

（
十
和
田
）

田
口　
誠
三�

（
十
和
田
）

浅
石　
幸
二�

（
八
幡
平
）

阿
部　
忠
良�

（
八
幡
平
）

　
小
坂
町
（
１
人
）

小
林　
正
行

　
大
館
市
（
12
人
）

（
株
）
フ
ァ
ー
ム
畠
山

　
代
表
取
締
役　
畠
山　
博
実
（
大
館
）

石
田　
義
彦�

（
大
館
）

安
部　
晴
仁�

（
大
館
）

釜
谷　
重
雄�

（
大
館
）

平
泉　
隆
義�

（
大
館
）

小
畑　
満
義�

（
大
館
）

畠
山　
謙
一�

（
大
館
）

佐
々
木　
二
蔵�

（
花
矢
）

羽
澤　
紀
彦�

（
比
内
）

渡
辺　
修
一�

（
比
内
）

石
山　
元
一�

（
田
代
）

髙
坂　
国
雄�

（
田
代
）

　
北
秋
田
市
（
７
人
）

佐
藤　
久
三�

（
鷹
巣
）

石
川　
隆
雄�

（
鷹
巣
）

畠
山　
金
雄�

（
鷹
巣
）

笹
代　
初
生�

（
鷹
巣
）

（
株
）
あ
ぐ
り
岩
偶
の
里

　
代
表
取
締
役　
畠
山　
隆
基
（
森
吉
）

松
橋　
英
捷�
（
阿
仁
）

（
株
）
近
藤
農
場

　
代
表
取
締
役　
近
藤　
裕
太
（
合
川
）

　
上
小
阿
仁
村
（
１
人
）

柴
田　
寛
三
郎

　
能
代
市
（
８
人
）

塚
本　
哲
幸�

（
能
代
）

大
高　
敏�

（
能
代
）

伊
藤　
隆
一�

（
能
代
）

大
髙　
吉
秋�

（
能
代
）

鎌
田　
文
尋�

（
能
代
）

石
井　
昇�

（
能
代
）

安
井　
唯
男�

（
二
ツ
井
）

堀
内　
和
仁�

（
二
ツ
井
）

　
藤
里
町
（
１
人
）

土
佐　
正
寛

　
八
峰
町
（
３
人
）

佐
藤　
信
彦�

（
峰
浜
）

福
山　
正
人�

（
峰
浜
）

工
藤　
雅
樹�

（
八
森
）

　
三
種
町
（
６
人
）

板
垣　
鉄
雄�

（
琴
丘
）

斎
藤　
孝
光�

（
琴
丘
）

近
藤　
則
義�

（
山
本
）

池
内　
金
義�

（
山
本
）

三
浦　
泰
昭�

（
八
竜
）

日
諸　
重
美�

（
八
竜
）

　
男
鹿
市
・
大
潟
村
（
７
人
）

伊
藤　
淑
栄�

（
男
鹿
）

平
賀　
一
男�

（
男
鹿
）

吉
田　
陽
一�

（
男
鹿
）

鈴
木　
慶
美�

（
男
鹿
）

高
橋　
千
直�

（
若
美
）

進
藤　
清
隆�

（
若
美
）

吉
元
耕
業
（
株
）

　
代
表
取
締
役　
吉
元　
清
文
（
若
美
）

　
潟
上
市
（
６
人
）

川
上　
孝�

（
昭
和
）

菅
原　
良
一�

（
昭
和
）

門
間　
友
兄�

（
飯
田
川
）

（
農
）
安
田
農
園

　
代
表
理
事　
安
田　
淳
一�

（
天
王
）

佐
藤　
清
美�
（
天
王
）

伊
藤　
時
雄�

（
天
王
）

　
八
郎
潟
町
（
２
人
）

伊
藤　
一

渡
部　
敏
明

　
五
城
目
町
（
３
人
）

佐
々
木　
雄
幸

畑
沢　
一

笹
川　
次
男

　
井
川
町
（
２
人
）

伊
藤　
俊
郎

藤
田　
次
男

　
秋
田
市
（
14
人
）

鎌
田　
均�

（
秋
田
）

古
木　
仁
悦�

（
秋
田
）

保
坂　
正
誠�

（
秋
田
）

佐
藤　
祐
治�

（
秋
田
）

舟
木　
江
清�

（
秋
田
）

須
田　
正
勝�

（
秋
田
）

石
川　
彦
孝�

（
秋
田
）

相
場　
久
一�

（
秋
田
）

塚
田　
治
誠�

（
秋
田
）

鈴
木　
誠
徳�

（
河
辺
）

佐
々
木　
和
昭�

（
河
辺
）

佐
藤　
茂�

（
雄
和
）

伊
藤　
敏
一�

（
雄
和
）

工
藤　
勇
一�

（
雄
和
）

　
由
利
本
荘
市
（
18
人
）

工
藤　
喜
勝�

（
本
荘
）

鎌
田　
三
代
治�

（
本
荘
）

猪
股　
忠
三�

（
本
荘
）

伊
藤　
孝
弘�

（
本
荘
）

8



髙
橋　
正
龍�

（
中
仙
）

渋
川　
昇
榮�

（
中
仙
）

鈴
木　
次
男�

（
中
仙
）

鈴
木　
耕
悦�

（
中
仙
）

進
藤　
徳
明�

（
協
和
）

（
有
）
弥
栄

　
代
表
取
締
役　
加
藤　
弘
栄
（
協
和
）

小
松　
満�

（
太
田
）

倉
田　
藤
兵
衛�

（
太
田
）

煤
賀　
隆
芳�

（
太
田
）

佐
々
木　
信
尾�

（
太
田
）

佐
々
木　
幸
博�

（
南
外
）

高
見　
正
志�

（
南
外
）

大
西　
四
十
二�

（
仙
北
）

佐
藤　
隆
盛�

（
仙
北
）

茂
木　
忠
夫�

（
仙
北
）

　
仙
北
市
（
７
人
）

菅
原　
浩�

（
角
館
）

藤
枝　
誠�

（
角
館
）

田
村　
久
雄�

（
田
沢
湖
）

佐
々
木　
定
吉�
（
田
沢
湖
）

佐
藤　
昭
吾�
（
田
沢
湖
）

阿
部　
重
廣�
（
西
木
）

千
葉　
利
数�

（
西
木
）

　
美
郷
町
（
10
人
）

齊
藤　
元
昭�

（
六
郷
）

飛
澤　
名
臣�

（
六
郷
）

佐
々
木　
光
夫�

（
千
畑
）

中
村　
貞
悦�

（
千
畑
）

橘　
隆
一�

（
千
畑
）

進
藤　
通
生�

（
千
畑
）

半
田　
新�

（
仙
南
）

髙
橋　
弘
悦�

（
仙
南
）

佐
藤　
博
文�

（
仙
南
）

佐
藤　
博
美�

（
矢
島
）

相
庭　
安
一�

（
矢
島
）

齋
藤　
修
一�

（
岩
城
）

佐
藤　
順�

（
由
利
）

木
村　
要�

（
由
利
）

三
浦　
誠�

（
西
目
）

佐
藤　
誠�

（
鳥
海
）

真
坂　
和
都�

（
鳥
海
）

佐
藤　
保
弘�
（
鳥
海
）

佐
々
木　
一
徳�
（
東
由
利
）

佐
々
木　
雅
廣�

（
東
由
利
）

正
木　
修
一�

（
大
内
）

鈴
木　
哲�

（
大
内
）

佐
々
木　
由
美�

（
大
内
）

　
に
か
ほ
市
（
５
人
）

大
須
賀　
雄
治
郎�

（
仁
賀
保
）

阿
部　
静
夫�

（
仁
賀
保
）

佐
藤　
聡�

（
金
浦
）

佐
々
木　
健�

（
象
潟
）

齋
藤　
喜
信�

（
象
潟
）

　
大
仙
市
（
28
人
）

渡
部　
春
男�

（
大
曲
）

三
浦　
正
幸�

（
大
曲
）

嶋
貫　
長
行�

（
大
曲
）

東
海
林　
繁�

（
大
曲
）

大
友　
鉄
雄�

（
大
曲
）

川
越　
慎
也�

（
大
曲
）

明
野　
一
雄�

（
大
曲
）

佐
藤　
良
美�

（
神
岡
）

竹
原　
修
悦�

（
神
岡
）

藤
原　
茂�

（
西
仙
北
）

佐
原　
吉
春�

（
西
仙
北
）

齋
藤　
幸
雄�

（
西
仙
北
）

佐
藤　
秀
世�

（
西
仙
北
）

伊
藤　
誠
徳�

（
仙
南
）

　
横
手
市
（
31
人
）

遠
山　
一
栄�

（
横
手
）

冨
岡　
祥
吾�

（
横
手
）

伊
藤　
一
男�

（
横
手
）

髙
橋　
聡�

（
横
手
）

伊
藤　
武
信�

（
横
手
）

小
田
島　
和
美�

（
横
手
）

佐
々
木　
勝
美�

（
増
田
）

小
原　
正
樹�

（
増
田
）

佐
藤　
八
左
衛
門�

（
増
田
）

吉
水　
洋
司�

（
平
鹿
）

菅
原　
忠
正�

（
平
鹿
）

（
農
）
は
や
し
ざ
き

　
代
表
理
事　
福
田　
眞
吾�

（
平
鹿
）

東
海
林　
忠
一�

（
平
鹿
）

佐
藤　
義
利�

（
平
鹿
）

伊
藤　
勇
一�

（
平
鹿
）

木
村　
均�

（
雄
物
川
）

岩
野　
康
明�

（
雄
物
川
）

佐
野　
良
一�

（
雄
物
川
）

小
西　
均�

（
雄
物
川
）

小
野　
琢
哉�

（
雄
物
川
）

小
野　
松
治�

（
大
森
）

佐
藤　
政
一�

（
大
森
）

佐
藤　
祐
紀�

（
大
森
）

福
田　
鉄
生�

（
十
文
字
）

古
関　
修�

（
十
文
字
）

梅
津　
克
義�

（
十
文
字
）

小
西　
與
一�

（
十
文
字
）

照
井　
則
雄�

（
山
内
）

佐
々
木　
重
美�

（
大
雄
）

佐
々
木　
吉
一�

（
大
雄
）

高
橋　
定
義�

（
大
雄
）

　
湯
沢
市
（
18
人
）

新
山　
博
靖�

（
湯
沢
）

佐
々
木　
栄
太
郎�

（
湯
沢
）

伊
藤　
友
弘�

（
湯
沢
）

高
久　
義
和�

（
湯
沢
）

菅　
義
人�

（
湯
沢
）

千
葉　
弥
志
裕�

（
湯
沢
）

村
上　
絢
一�

（
湯
沢
）

阿
部　
正�

（
稲
川
）

佐
藤　
俊
雄�

（
稲
川
）

髙
橋　
忠
雄�

（
稲
川
）

沓
澤　
弥�

（
稲
川
）

藤
原　
健�

（
稲
川
）

（
株
）
雄
勝
グ
リ
ー
ン
サ
ー
ビ
ス

　
代
表
取
締
役　
今　
一�

（
雄
勝
）

石
川　
和
彦�

（
雄
勝
）

由
利　
幸
悦�

（
雄
勝
）

野
㟢　
守�

（
雄
勝
）

髙
橋　
郁
夫�

（
皆
瀬
）

髙
橋　
新
一�

（
皆
瀬
）

　
羽
後
町
（
８
人
）

中
川　
徹

阿
部　
敏
雄

（
同
）
フ
ォ
レ
ス
ト
フ
ァ
ー
ム

　
代
表
社
員　
武
田　
信
宏

齋
藤　
伸
一

佐
藤　
一
志

小
野　
浩
二

佐
藤　
信

武
田　
文
夫

　
東
成
瀬
村
（
１
人
）

佐
々
木　
義
夫
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農場内の写真＝佐々木農場提供
　
大
仙
市
の
有
限
会
社
佐
々
木
農
場
で

飼
養
さ
れ
る
「
杜と
ち
ゅ
う仲
豚と
ん
」。
さ
っ
ぱ
り

し
て
胃
も
た
れ
し
な
い
脂
身
で
、
柔
ら

か
い
歯
ご
た
え
が
特
徴
で
す
。
現
在
は

月
48
頭
を
飼
養
し
、
週
に
８
頭
を
出
荷

し
て
い
ま
す
。
種
豚
や
肉
豚
も
合
わ
せ

て
、
８
千
頭
ほ
ど
を
管
理
し
ま
す
。

　

杜
仲
豚
と
一
般
的
な
豚
の
違
い
は

餌
。
同
市
中
仙
産
の
杜
仲
の
葉
を
乾
燥

し
て
粉
砕
し
、
配
合
飼
料
に
混
ぜ
る
こ

と
で
柔
ら
か
い
肉
質
に
な
り
ま
す
。
同

農
場
の
新
田
進
代
表
（
45
）
は
「
冷
め

て
も
柔
ら
か
い
の
で
弁
当
の
お
か
ず
に

ぴ
っ
た
り
。
高
齢
者
や
子
供
で
も
か
み

切
れ
る
」
と
説
明
し
ま
す
。

　
杜
仲
は
中
国
原
産
の
落
葉
高
木
で
、

樹
皮
は
漢
方
薬
、
葉
は
健
康
茶
の
原
料

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
中
仙
地

区
で
は
昭
和
61
年
に
転
作
作
物
と
し
て

栽
培
が
始
ま
り
、
同
地
区
の
特
産
と
し

て
杜
仲
茶
な
ど
が
販
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
杜
仲
豚
は
、
１
３
０
日
齢
ま
で
は
通

常
の
管
理
と
変
わ
り
ま
せ
ん
。
１
３
０

日
齢
ご
ろ
か
ら
、
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス

（
７
㍍
×
13
㍍
）
の
豚
舎
に
12
頭
ほ
ど

を
移
動
さ
せ
、
広
々
と
し
た
ス
ペ
ー
ス

で
ス
ト
レ
ス
な
く
飼
養
し
ま
す
。
一
般

的
な
肉
豚
と
し
て
出
荷
す
る
場
合
は
、

同
じ
広
さ
で
45
頭
を
管
理
す
る
と
い
い

杜仲の葉を与え
　　　肉の柔らかさ増す

大仙市　有限会社 佐々木農場 杜仲豚Vol.12
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130日齢を過ぎた豚の中から選定し、杜仲の葉を混ぜた配合
飼料を与えます

「同業者もおいしいと言って
食べてくれる」と新田代表

出荷後は90度以上の湯で殺菌洗浄します 飼料に混ぜる中仙産の杜仲の葉

子豚は寒さに弱いため、ヒーターなどで室温を30度に保ちます

　杜仲豚は豚特有の臭みがなく
肉の締まりが良いため、スライ
スしても食べ応えがあり、女性
に人気があります。
　県内での販売が主で、大仙市
内の販売額は順調に推移してい
ます。
　今後も生産を続けてもらい、
杜仲豚の良さを一緒に広めてい
きたいです。

一般社団法人
大仙市観光物産協会

常務理事　兼　事務局長
五十嵐　秀美 さん

特産を共に守る ま
す
。

　
杜
仲
豚
の
餌
に
は
１
頭
当
た
り
80
㌘

の
杜
仲
の
葉
を
混
ぜ
、
１
７
０
日
齢
ま

で
給
餌
し
ま
す
。
「
試
行
を
重
ね
て
、

こ
の
量
に
た
ど
り
着
い
た
。
80
㌘
以
下

に
す
る
と
、
一
般
的
な
豚
肉
の
柔
ら
か

さ
と
変
わ
ら
な
く
な
る
」
と
話
し
ま
す
。

　
新
田
代
表
は
、
早
朝
に
出
荷
作
業
を

行
い
、
日
中
の
管
理
は
従
業
員
12
人
が

担
当
し
て
い
ま
す
。
病
気
や
獣
害
対
策

に
は
細
心
の
注
意
を
払
い
、
外
部
か
ら

菌
を
持
ち
込
ま
な
い
よ
う
に
人
工
授
精

で
繁
殖
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、
豚
舎
の
周

囲
を
３
㍍
の
防
護
柵
で
囲
む
こ
と
で
イ

ノ
シ
シ
や
ク
マ
の
侵
入
を
防
止
。
昨
年

は
ク
マ
の
被
害
が
県
内
で
も
多
発
し
ま

し
た
が
、
同
農
場
で
は
被
害
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　
食
肉
処
理
は
株
式
会
社
秋
田
県
食
肉

流
通
公
社
で
行
い
、
肉
の
わ
か
ば
大
曲

店
や
株
式
会
社
Ｉ
Ｍ
Ｉ
（
ポ
ル
ミ
ー

ト
）
に
卸
し
て
い
ま
す
。
「
焼
い
て
塩

コ
シ
ョ
ウ
で
食
べ
る
シ
ン
プ
ル
な
味
付

け
が
一
番
お
い
し
い
」
と
新
田
代
表
。

焼
い
て
何
も
付
け
ず
に
食
べ
て
も
肉
の

う
ま
み
が
あ
り
、
脂
は
く
ど
く
な
い
た

め
、
い
く
ら
で
も
食
べ
ら
れ
る
と
い
い

ま
す
。

　

消
費
者
に
喜
ば
れ
る
杜
仲
豚
で
す

が
、
杜
仲
の
葉
は
値
段
が
高
く
、
餌
代

は
３
年
前
よ
り
倍
の
コ
ス
ト
が
か
か
っ

て
い
ま
す
。
元
々
５
軒
ほ
ど
で
生
産
し

て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
同
農
場
の
み

が
飼
養
を
続
け
て
い
ま
す
。
「
頭
数
は

増
や
せ
な
い
の
で
多
く
は
出
荷
で
き
な

い
が
、
た
く
さ
ん
の
人
に
食
べ
て
も
ら

い
た
い
」
と
期
待
し
ま
す
。

■
16
頁
に
関
連
記
事
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「
体
力
に
は
自
信
が
あ
り
、
あ
と

20
年
は
現
役
で
働
き
た
い
と
考
え
て

農
業
の
道
に
進
ん
だ
」
と
話
す
鹿
角

市
花
輪
の
米
村
信
男
さ
ん
（
60
）。

令
和
４
年
に
早
期
退
職
し
、
翌
年
か

ら
キ
ュ
ウ
リ
10
㌃
を
栽
培
し
て
い
ま

す
。

　

米
村
さ
ん
は
「
定
年
ま
で
会
社
勤

め
を
す
る
こ
と
に
疑
問
を
感
じ
て
い

た
と
き
、
近
隣
農
家
が
高
齢
で
も
元

気
で
楽
し
そ
う
に
農
業
を
し
て
い
る

こ
と
に
気
が
付
い
た
」
と
振
り
返
り

ま
す
。
退
職
後
は
近
隣
農
家
で
半
年

間
の
研
修
を
経
て
就
農
。
栽
培
品
目

　

自
社
牧
場
約
10
㌶
で
、
独
自
ブ
ラ

ン
ド
「
松
尾
牛
」
を
肥
育
す
る
北
秋

田
市
松
葉
町
の
株
式
会
社
松
尾
。
す

ね
肉
な
ど
を
長
時
間
煮
込
ん
だ
「
松

尾
乃
牛
肉
角
煮
」
を
製
造
し
て
い
ま

す
。

　

醤
油
味
の
一
品
で
、
肉
の
繊
維
と

濃
い
う
ま
み
を
強
く
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
松
尾
和
香
共
同
代
表
取

締
役
（
47
）
は
「
箸
で
切
れ
る
ほ
ど

軟
ら
か
い
」
と
説
明
し
ま
す
。

　

同
社
の
前
身
は
精
肉
販
売
店
で
、

角
煮
は
50
年
以
上
親
し
ま
れ
て
い
ま

す
。
全
国
へ
届
け
ら
れ
る
よ
う
に

と
、
先
代
が
加
工
品
開
発
に
取
り
組

み
、
平
成
26
年
に
商
品
化
。
「
懐
か

は
収
益
率
と
市
場
評
価
が
高
い
キ
ュ

ウ
リ
を
選
び
ま
し
た
。

　

栽
培
で
は
病
害
虫
防
除
を
重
要
視

し
て
い
ま
す
。
散
布
に
使
う
マ
ル
チ

ス
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
は
静
電
ノ
ズ
ル
を

装
着
。
一
般
的
な
ノ
ズ
ル
よ
り
薬
剤

の
付
着
率
が
高
く
、
葉
裏
ま
で
均
一

に
届
き
ま
す
。

　

今
年
は
ネ
ギ
12
㌃
も
作
付
け
る
予

定
で
す
。
「
し
っ
か
り
と
計
画
を
立

て
て
実
績
を
出
し
、
家
族
を
安
心
さ

せ
た
い
。
時
間
を
見
つ
け
て
、
会
社

員
の
と
き
に
行
け
な
か
っ
た
家
族
旅

行
が
で
き
た
ら
」
と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

　

農
機
具
共
済
や
園
芸
施

設
共
済
、
収
入
保
険
に
加

入
し
、
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
部
長

も
務
め
る
米
村
さ
ん
。

「
農
業
保
険
の
お
か
げ
で

安
心
し
て
営
農
で
き
て

い
る
。
こ
れ
か
ら
も
地
域

の
仲
間
と
農
業
に
取
り
組

み
、
生
涯
現
役
で
頑
張
り

た
い
」
と
意
欲
的
で
す
。

し
い
味
が
食
べ
た
い
と
、
県
外
に
住

む
地
元
出
身
の
方
か
ら
発
送
の
依
頼

が
多
い
」
と
話
し
ま
す
。

　

運
営
す
る「
レ
ス
ト
ラ
ン
ま
つ
お
」

で
提
供
す
る
ほ
か
、
併
設
の
精
肉
販

売
店
「
肉
の
ま
つ
お
」
で
１
袋
１
８

０
㌘
税
込
み
１
２
９
６
円
で
販
売
。

同
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
道
の
駅
た
か

の
す
で
も
購
入
で
き
ま
す
。

　

「
各
地
の
イ
ベ
ン
ト
に
キ
ッ
チ
ン

カ
ー
で
出
店
し
て
い
る
の
で
、
見
か

け
た
際
は
ぜ
ひ
味
わ
っ
て
ほ
し
い
」

と
勧
め
ま
す
。

米
村
信
男  

さ
ん

株
式
会
社  

松
　
尾

農
業
で
豊
か
な
第
二
の
人
生
を

独
自
ブ
ラ
ン
ド

　
　
　
「
松
尾
牛
」
の
角
煮

鹿
角
市

▲静電ノズルについて説明する米村さん

▲
�「

子
供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
親
し
ま
れ
て

い
る
味
」と
松
尾
代
表

住　　所：北秋田市松葉町８-14
T　E　L：０１８６・６２・１０１２
営業時間：午前９時～午後６時
定 休 日：年末年始

読者
プレゼント
詳しくは14頁を
ご覧ください。

▲ �

軟らかく、
　食べ応えが
　あります

北
秋
田
市
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「
郷
土
料
理
い
し
か
わ
」
を
五
城

目
町
東
磯
ノ
目
で
28
年
営
ん
で
い
る

石
川
次
夫
さ
ん
（
67
）
は
、
長
さ
が

３
分
の
１
の
き
り
た
ん
ぽ
「
ミ
ニ
っ

子
た
ん
ぽ
」
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

　

作
り
方
は
通
常
の
き
り
た
ん
ぽ
と

同
じ
。
米
を
炊
い
て
潰
し
、
整
形
し

て
焼
き
ま
す
。
１
個
の
長
さ
は
５
㌢

ほ
ど
で
、
切
り
口
を
焼
き
付
け
る
こ

と
で
鍋
に
入
れ
て
も
煮
崩
れ
し
ま
せ

ん
。

　

鍋
で
煮
込
む
と
、
内
側
か
ら
鍋

ス
ー
プ
を
た
っ
ぷ
り
吸
い
、
小
籠
包

の
よ
う
に
口
の
中
に
ス
ー
プ
が
広
が

り
ま
す
。
こ
の
ひ
と
工
夫
が
き
っ
か

け
と
な
り
、
平
成
30
年
に
商
標
登
録

　

に
か
ほ
市
立
居
地
地
区
で
水
稲

３
・
８
㌶
を
手
が
け
る
土
門
和
巳
さ

ん
（
60
）
は
、
ハ
タ
ハ
タ
の
廃
棄
部

分
を
発
酵
さ
せ
て
堆
肥
に
し
た
ボ
カ

シ
肥
料
を
使
い
、
食
味
値
の
向
上
を

実
現
し
て
い
ま
す
。

　

土
門
さ
ん
は
仁
賀
保
有
機
農
業
研

究
会
に
所
属
。
食
味
に
重
要
な
土
作

り
に
力
を
入
れ
、
農
薬
や
化
学
肥
料

に
頼
ら
な
い
米
作
り
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　

ボ
カ
シ
肥
料
は
平
成
21
年
か
ら
使

い
始
め
ま
し
た
。
「
地
元
で
取
れ
る

ハ
タ
ハ
タ
の
頭
や
尾
、
骨
な
ど
の
ア

さ
れ
ま
し
た
。

　

原
材
料
の
米
は
、
同
町
や
近
隣
の

市
町
村
の
生
産
者
か
ら
直
接
仕
入
れ

ま
す
。
石
川
さ
ん
は
「
炊
い
た
米
の

練
り
潰
し
を
最
小
限
に
し
、
粒
を
残

す
こ
と
で
、
米
の
う
ま
み
や
甘
さ
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
県
産
米
の

お
い
し
さ
を
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
」
と
話
し
ま
す
。

　

現
在
は
、
息
子
の
大
作
さ
ん
（
42
）

と
二
人
三
脚
で
経
営
に
励
ん
で
い
ま

す
。
「
１
日
の
製
造
は
千
本
ほ
ど
。

多
く
は
作
れ
な
い
が
、
お
い
し
い
と

言
っ
て
も
ら
え
る
商
品
を
作
り
続
け

た
い
」
と
張
り
切
り
ま
す
。

ラ
を
肥
料
に
使
え
な
い
か
」
と
肥
料

会
社
か
ら
打
診
さ
れ
た
こ
と
が
き
っ

か
け
で
し
た
。

　

肥
料
会
社
が
製
造
し
た
ボ
カ
シ
肥

料
を
耕
起
作
業
前
の
４
月
に
「
コ
シ

ヒ
カ
リ
」
の
圃
場
へ
散
布
。
圃
場
条

件
に
合
わ
せ
て
散
布
量
は
調
整
し
て

い
ま
す
。
土
門
さ
ん
は
「
収
量
は

年
々
安
定
し
て
き
た
。
農
業
を
継
い

だ
と
き
、
米
の
食
味
値
は
平
均
65
～

70
点
だ
っ
た
が
、
現
在
は
80
点
台
と

高
い
水
準
を
維
持
し
て
い
る
」
と
胸

を
張
り
ま
す
。

　

同
研
究
会
は
「
鰰

は
た
は
た
ま
い

米
」
と
し
て
商

標
登
録
し
、
口
コ
ミ
で
販

路
を
拡
大
。
29
年
か
ら

は
、
コ
イ
の
ア
ラ
を
ボ
カ

シ
肥
料
に
し
て
「
サ
サ
ニ

シ
キ
」
を
栽
培
し
た
「
恋

の
舞
」
も
手
が
け
て
い
ま

す
。
「
今
後
も
研
究
会
メ

ン
バ
ー
と
趣
向
を
凝
ら
し

な
が
ら
食
味
の
向
上
に
励

み
た
い
」
と
意
気
込
み
ま

す
。

土
門
和
巳  

さ
ん

石
川
次
夫  

さ
ん

ハ
タ
ハ
タ
堆
肥
で
食
味
向
上

秋
田
米
の
う
ま
さ

　
　
　
　
郷
土
食
で
広
め
る

▲
�「『

お
い
し
い
』と
い
う
声
が
増
え
て
き
て
う
れ
し
い
」と

土
門
さ
ん

五
城
目
町

に
か
ほ
市

▲�「１人用の鍋に重宝する」と石川さん

▲�きりたんぽ鍋セットは
１人前税抜き1,500円
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①クイズの答え
②５月号でよかった記事や感想。ＮＯＳＡＩへの要望など（必ず）
③郵便番号　住所
④氏名　⑤年齢
⑥電話番号

0 1 0 0 0 0 1

‐
４
‐
３
通
中
市
田
秋

50

Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
秋
田

　
　
　
　
企
画
情
報
課

63

　　農機具共済の新免責基準が適用
されるのは、何月何日以降の加入か
らでしょう（２頁参照）。正解者の
中から抽選で４人の方に、12頁で
紹介した「松尾乃牛肉角煮」をプレ
ゼントします。

【応募締切】
令和６年５月17日（金）消印有効

当選者の発表は商品の発送をもって代えさせていただ
きます。前号の答えは「５㌃」でした。

金等の交付を受け、交付を受けた年中にこれら
の補助金でその交付目的に沿った固定資産の取
得または改良をした場合には、その補助金を返
還する必要がないことがその年の12月末までに
確定した場合に限り、収入金額に算入しないこ
ととされています。
　よって、ご質問の補助金は農業の収入金額に
算入しないこととなりますが、その農機具の減
価償却費については、実際に取得に要した金額
から補助金相当額を控除した金額（自己が負担
した金額）を取得価額として計算することにな
ります。
　また、この規定の適用を受ける場合は、確定
申告書にその旨の記載をして提出する必要があ
ります。
　詳しくは、国税相談専用ダイヤル（０５７０
－００－５９０１）にお尋ねいただくか、お近
くの税務署へご相談、お問い合わせください。
� （秋田南税務署）

　
湯
沢
市
皆
瀬
の
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
「
ふ
れ
あ
い
の
里
」
に
勤
務
し
て
い

ま
す
。
職
場
は
和
気
あ
い
あ
い
で
、
み

ん
な
仲
良
く
、
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
る

よ
う
な
感
じ
で
働
い
て
い
ま
す
。

　
高
校
生
の
時
は
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に

所
属
し
て
い
ま
し
た
。
今
で
も
、
顧
問

の
先
生
に
呼
ば
れ
て
、
指
導
に
行
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
最
近
は
職
場
の
同
僚

に
誘
わ
れ
て
マ
ラ
ソ
ン
に
も
挑
戦
し
て

い
ま
す
。

　
趣
味
は
カ
メ
ラ
で
、
地
元
の
風
景
を

撮
っ
て
い
ま
す
。
湯
沢
市
の
良
さ
を
き

れ
い
な
風
景
写
真
で
全
国
の
人
に
Ｐ
Ｒ

で
き
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

知っトク

税の話

髙橋　澄奈さん（20）
～ 湯沢市 ～

地
元
の
良
さ
を
カ
メ
ラ
に

キ
ラ
キ
ラ

      

こ
ま
ち

キ
ラ
キ
ラ

      

こ
ま
ち

補助金の交付を受けて
固定資産を取得したとき
Ｑ　私は個人経営の稲作農家です。今年４月に
国から補助金の交付を受けて農機具を購入しま
した。
　この場合、交付を受けた補助金は農業所得の
収入金額となりますか。なお、この補助金は返
還を要しないことが確定しています。

Ａ　所得税法（第42条）では、固定資産の取得
または改良に充てるために国などから国庫補助

　組合ホームページからも
応募できます。必要事項と、

「ご用件」欄に①答え②感
想や要望③年齢を入力の
上、送信して下さい。
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組
合
の
診
療
職
職
員
と
し
て
の
就
職

を
希
望
し
、
獣
医
系
大
学
に
在
籍
す
る

学
生
に
対
し
て
修
学
資
金
を
給
付
し
ま

す
。

　
令
和
６
年
度
の
募
集
人
数
は
２
人
で

す
。
詳
細
は
組
合
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

　
組
合
が
将
来
に
わ
た
っ
て
安
定
的
に

事
業
を
実
施
で
き
る
よ
う
、
組
合
運
営

体
制
の
効
率
化
・
合
理
化
を
目
指
し
て

組
織
再
編
の
検
討
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

現
時
点
で
は
、
７
支
所
を
３
支
所

（
県
北
、
中
央
、
県
南
）
に
統
合
し
、

当
分
の
間
は
各
支
所
に
１
出
張
所
を
置

く
と
い
う
構
想
で
す
（
下
図
）。
実
施

時
期
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
今
後

お
知
ら
せ
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
支
所
か
ら
本
所
へ
の
業
務
集
約
、
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
な
ど
に
よ
り
、
組

合
員
の
皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
か
け
す

る
こ
と
の
な
い
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

NOSAIへの
お問い合わせは

由 利 支 所  TEL 0184-24-3301
仙 北 支 所  TEL 0187-63-1066
横手市支所  TEL 0182-32-4150
雄 勝 支 所  TEL 0183-73-7131

本 　 　 所  TEL 018-884-5222
北 鹿 支 所  TEL 0186-23-7401
北秋田山本支所  TEL 0185-54-5540
中 央 支 所  TEL 018-865-1701

　
令
和
６
年
４
月
１
日
付
で
職
員
を
採

用
し
ま
し
た
。

◆
県
北
家
畜
診
療
所

　
獣
医
師　
與
齊
雄
飛

◆
県
南
家
畜
診
療
所

　
獣
医
師　
本
橋
寛
崇

　
令
和
６
年
３
月
31
日
付
で
職
員
が
退

職
し
ま
し
た
。

（　
）
内
は
旧
所
属　
※
は
再
雇
用

木
村
雄
司
（
参
事
）

田
中
寿
（
北
秋
田
山
本
支
所
長
）

小
野
寺
茂
良
（
雄
勝
支
所
長
）
※

藤
原
嘉
幸
（�

雄
勝
支
所
次
長
兼
農
産
課

長
）
※

太
田
和
広
（�

家
畜
診
療
セ
ン
タ
ー
長
兼

県
南
家
畜
診
療
所
長
）

品
田
文
枝
（
中
央
部
家
畜
診
療
所
主
査
）

獣
医
師
養
成
確
保
修
学
資
金
給
付

事
業
に
係
る
奨
学
生
を
募
集
し
ま
す

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

県
内
３
支
所
を
検
討
中
で
す

からの
お知らせ

〇〇出張所

県南支所
仙北支所
横手市支所
雄勝支所（ ）

八峰町

能代市

三種町

男鹿市

大潟村
五城目町

秋田市
仙北市

美郷町

横手市

羽後町

湯沢市

東
成
瀬
村

大仙市

由利本荘市

にかほ市

井川町
潟上市

八郎潟町

藤里町

北秋田市

大館市

小坂町

鹿角市

上
小
阿
仁
村

本  所

中央支所

本所

〇〇出張所

中央支所
中央支所
由利支所（ ） 〇〇出張所

県北支所
北鹿支所
北秋田山本支所（ ）

県南支所

県北支所

八峰町

能代市

三種町

藤里町

北秋田市

大館市

小坂町

鹿角市

上
小
阿
仁
村

北鹿支所北秋田山本支所

仙北市

美郷町
大仙市

横手市

羽後町

湯沢市

東
成
瀬
村

仙北支所

雄勝支所

横手市支所

男鹿市

大潟村
五城目町

秋田市

由利本荘市

にかほ市

井川町
潟上市

八郎潟町

中央支所

由利支所

本所
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秋田の特産品で

その12
杜仲豚

　大仙市中仙地区の特
産・杜仲の葉を給餌し
ています。さっぱりし
た脂身と柔らかい肉質
が特徴です。

 材料 
杜仲豚のバラ肉スライス200g、お好みの山菜
（ギョウジャニンニク、タラノメなど）200g、
片栗粉適量、サラダ油少々、醤油50cc、みり
ん50cc、山椒の粉少々

 つくり方 
①�山菜を食べやすい大きさに切る
②�バラ肉に片栗粉を軽くまぶして、山菜に巻
き付けていく

③�熱したフライパンにサラダ油をひき、②を
並べて表面全体に軽く焦げ目を付ける

④�醤油、みりんを加えて肉に絡めるように煮
詰め、最後に山椒の粉を振って完成

 材料 
杜仲豚の肩ロース200g、味噌100g、甘酒
200cc、おろし生姜20g、万能ネギ１束

 つくり方 
①�味噌、甘酒、生姜をよく混ぜて肩ロースを
漬け込み一晩寝かせる。甘酒の酵素が肉を
軟らかくする

②�肉を取り出し、フライパンで両面に焼き色を
付けたら、漬け込んだタレも加えて絡める

③�器に盛り付け、刻んだ万能ネギを散らして
完成

 材料 
杜仲豚のヒレ肉200g、小麦粉50g、パン粉
200g、卵1個、塩少々、コショウ少々、サラダ
油適量、フキノトウ３～４個、ばっけ味噌（味
噌200g、みりん20cc、料理酒20cc、砂糖
30g）

 つくり方 
①�熱湯で1分ほど茹でたフキノトウを冷水に
とり、水気を絞ってみじん切りにする

②�ばっけ味噌の調味料を全て鍋に入れて火に
かけ、沸いてくるまでヘラでよく混ぜる。

　冷めたら①を加える
③�ヒレ肉を一口大に切る。塩、コショウを振っ
て、小麦粉、溶き卵、パン粉の順にまぶし
付ける
④�サラダ油を180℃ほどに熱し③を揚げてい
く。１～２分で色付いたら取り出し、ばっけ
味噌を添えて完成

 材料 
杜仲豚のロース薄切り200g、杜仲茶800cc、
塩少々、タレ（醤油50cc、みりん30cc、おろ
しニンニク10g、ごま油５g、酢50cc）

 つくり方 
①�タレの調味料を全て合わせておく
②�杜仲茶を沸かし塩少々を加え、ロース肉を
くぐらせてタレをつけていただく

山菜ロール照り焼き

肩ロース甘酒味噌漬け焼き

ヒレ肉の一口カツ

杜仲茶しゃぶしゃぶ

■10頁に関連記事

をお届け

隠家あわい
店主  冨岡 　誠 さん

　秋田の旬の食材を使った
料理を提供する小料理店
「隠家あわい」店主。「あ
きた郷土作物研究会」会員

秋田市高陽幸町５–15
☎018–823–3251
営業時間／
　17：30〜22：30
　※昼は要予約
定休日／日曜日

監
修

至土崎

新
国
道

至秋田駅山王十字路

山王大通り 竿燈大通り

いとく新国道店●

●秋田年金事務所

●

●隠家あわい

んめ！
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